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望と。同に関する覚え書き

車美愛

　韓国謡こ「位置名詞1と呼ばれる一群の名詞があり、韓国語学習の初級の段階で存在表現

を学習する際にまとめて扱うことが多い。ものとものとの位置関係を表すために使われる名

詞で、主なものを挙げると次の通りである。

（1）　司童画望2國鴇01銀論証叫．（食堂は駅前にたくさんあります。）

　　　芒野饗回1早起附ol戴合日露．（銀行の裏に駐車場があります。）

　　　難石尋号叫量望州銀朝豆．（博物館は景福宮のすく横にあります。）

　　　智叫州α1ス｝升刈象1量且．（窓の外に如生が立っていますね丸）

　　　野駈1フ｝η｝0回1智目下．（学校の近くに住んでいま洗）

　　　♀司人｝0國セ。ト早関下三叡司豆．（私達の問には何の問題もありません。）

　　　越三腔7｝磐2レ割興1一且．（携帯電話はカバンの中にあります。）

　　　日回暑♀國巽閣01蝕σ偉。（テーブルの上に花瓶があります。）

　　　し｝早理／0に牌鰍打刀叫．休の下に座りました。）

こうした位置名詞の学習で多少問題になるのが、「魁」と「舎」、「望」と「O｝司」の区別

である。上に示したようにどちらを使ってもかまわない場合があるけれども、いつでも置き

換え可能というわけではないからである。一方．しか使えない場合、両方使えるけれども意味

が異なる場合など使い分ける必要がある。韓国語話者にはその使い分けがなんとなくできる

のであるが、韓国語を習う学生に遡・を説明するとなるとなかなか厄介な問題である。辞書

の定義や説朋を見てもわかりにくい。「勉」と「奢」の区別に関しては、すでに車（1997）

で扱っ起　「勉」が「ある範囲の中」を表わし対義語は「計」であるのに対して、「舎」は

「閉じられた空間の内」を表わし対義語は曜」であると説明した。本稿の目的はもう一つ

の問題、「望」と「O圏」の区別を明らかにすることである。

　「望」と「o圃」の区別はある意味では「勉」と「舎」の区別よりも難しい。車（1997）
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に指摘したように「勉」と「舎」の場合には対義語が異なるのに対して、「望」と「叫恥

の場合はどちらの対義語も「斜」であるからである。対義語が異なればそれを手掛りにして

基本的な意味の違いにある程度迫ることができるのであるが、「望」と「O圃」の場合はそ

れができない。さらに、「望」と「O｝劃」の場合は「簡と「舎」の場合に比べてそれぞれ

の意味の分化が多様である。

　まず、「望」と「O圃」が権威ある韓国語辞典でどのように定義されているかを見てみ

よう。

『号（糊朴剋（国語大辞典）』　（民衆書林）

盟：

　①早～奨ol銀ゼス｝司潮。圃舎O叫。剛尋．王ユ暑刈釧。腰早甚．（何かがある

　　場所の下や下の方。またその物体の下の部分。）

　　　例；司な盟（机の下）／四望（土の下、地中）

　②碧呈・刈♀1・し桓1叫♀レト奨刃三三｛｝．（程度・地位・年齢などが下あるいは少な

　　いこと。）

　　　例：噌互じ｝矧磐理ol叫．（兄より3才下蔑）

　③密（内働

　　　例：理二期到暑勉叫（下に肌着を着る）

　④刈剋三州‘司r斗督凋埜ol明，刈明・琶・（ヨ磐号暑唐セ刈ス柑暑し｝司碧．

　　　（体言の後で州’と一緒に使われ、支配・保護・影響などを受ける立場・状況にある

　　ことを表記）

　　　例：刈呈理叫ス槌｝O回（継母の下で育った子供）／梶留州刈望桝（長官

　　の下で働く）

　⑤望釧モ里（ことの根本）

o圖：

　①フ降鑑盤二一三三豆呈門門，里三斜礼（基瑠こする点より相

　　　対的に低い方向、あるいは位置，）

　　　例：叫司0剛呈望朝刈τ斗（橋の下ぺ落ちる）／O圖州刈疑問叫且叫（下から
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　　　見上げる）／0｝己闘刈（離れ屋）

②朴菅暑q司司旦叫戻芒早甚．三思剋．（人体の腰より低い部分。下半身。）

　　例：O問州叫刃暑暫叫（下にズボンをはく）

③暑干潮局方斗尽｝t胴セ奪（ものの頭と反対になる方）

④蚤司・刈薯・ス1♀レ平浅嘲潮呉芒尋（組織・系統・地位・身分などの低い方）

　　例：o馳柑（目下の人）／♀1呈刈セ人ド汁豆呈早司。剛呈セ豊を司組州01旦

　　　71〃図（上は社長から下は末端職員に至るまで）

⑤縫・碧呈・砲暑01昊厚司（水準・程度・質などが劣る方）

　　例：01組型01懇耐O同子叶．（こ耕ま質がはるかに落ちるなあ。）／O殴穀（下

　　　の方の道）

⑥・個2呈暑剛司芒尋（数的に見て少ない方）

　　例：ユ四則岡岬早世O障麗叫．（彼は私より2下下蔑）

⑦看・即下暑。1薯司7｝四国，司昇．α1・小川の水が流れていく方向。下流）

　　例：暑0剛州曾叫σll下に住む）

『♀司巴暑人困（国語大辞典）』　（語文閣）

害：

　①早言。1平戸ス同到O圃尋01病舎（何かがある場所の下の方や中）

　　　例：胡甘理釧訓＆誉叫（机の下の本を拾う）／を刃甚留朔曾斗（一つ屋根

　　　　の下に暮す）

　②望斜71茎空モ叫馨（ことの基礎あるい｝ま根本）

　　　例＝唱暑ろレ1：社州理解唐を六型囚叫（家を建てる前に基礎をしっかりと固め

　　　　る）／響01翌日苛叫．（基礎がおろそか旭）

　③碧三・刃♀1・叫◎1叫斜フト奨フ『L｝司｛｝（程度・地位・年齢などが下あるWま少ない

　　こと）

　　　例：補毬題ol叫．（三才下拙）

　④唱スド琶梱】‘司1’斜書列埜01σ1，ズ1明・旦堂・曽聾器壁セ司ズ1望音叶研碧．
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（体言の後に州’と一緒に使われ、支配・保護・影響などを受ける立場・状況にある

ことを表魂）

　例：洲呈窪州刈スト壱叫◎1（継母の下で育った子供）／蛭｝叫超害州刈呈瓠

　　子暑刈舎言ド斗（あらゆる悪条件の下でも研究を継続する）

0剛＝

　①7ト歪立呈活人｝暑01し｝二二見u｝繋｛｝等（基準にする事物や部分より低い方）

　　　例：早畳0國（膝の下）

　②朝湿人｝暑q賠尋（ある事物の低い方〉

　　　例：圏響0同（机の下）／勉円0剛（丘の下）

　③看u糊釧暑01吾司7ト旨尋σllなどの水が流れていく方）

　　　例：聾滑O固州人ト旨人ド計号（漢江の下流に暮す人々）

　④暑91司司見叫呉喜早岳（身体の腰より低し・部分〉

　⑤王臣・71豊沼明言奨名ス｝司（組織・機関などで低い地1立）

　　　例：♀1呈ゼを魁匹早司O圖呈ゼ刈フ1州。偉71力図（上は長官から下は書記

　　　　に至るまで）

　⑥雑・一三・二号。1昊聾尋（水準・程度・質などが劣る方）

　　　例：層苓010｝司銀叫，（成績が下だった。）

　⑦揖芒尋（少ない方）

　　　例：峠旦叫早口O二三二三（私より2歳下の青年）

　⑧明喧望梱1埜。囹σ国三王迅。1し校｝摺01唱暑叫砂硝セ望（ある言葉の後

　　に使われ、ある条件や環境になることを表す言葉》

　　　例：σ偲01ゼ朝円遇噌昇O周州刈三脅司轡斗刈セ蛙望叫．（子供はどのよ

　　　　うな名目の下でも虐待されてはならない。）

『川♀司唐暑人困（新国語大辞典）』　（三省出版社）

盟：

　①暑刈到。周転圧セ。周尋（物体の下あるいは下の方）
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　　例：濁冠盟（机の下）／妄亘理（陸矯の下）

②暑刈潮。櫻特）1し｝。固尋（物体の下の部分や下の方）

　　例：箸蜜（土の下）／叫叫鰹（海の下、海底）

③（明旭蚤司刈号司囚潮）o間し｝司早（（ある組織体などでの）下あるWま下部》

　　例：裂今盟列α1別O】暑01し擾101豆．（チョルスの下に妹が二人もいま丸）

　　　　／蜜明囚畠囎旦エ（下から上がってきた報告）

④（望旧居噌舜叫三州‘司r外回開埜01（めユ噌人セ｝明屯‘悉迅’o叫魁摺’嘲

　里薯暑三日摺．（（一定の名詞の後で曜と一緒に使われ）その名詞がある「条件」

　や「環境」などになることを表す。）

　　例：ユ遇磐三三司囚三三7国聾望01叫．（そのような状況の下でば避けられな

　　　　いことである。）／司剋01セ早呈望州刈鵯三州ス陣㌃聾叫．（子供は父母

　　　　の下で厳しく育たねばならない。）

o問：

①明夕フ1ぞ旦叫早戸尋。1し｝ヨ…セ調製皇｝魁潮月セ等（早甚）（ある基準より低い

　方や、あるWま頭と反対になる方向阿分））

　　例：司司0同（頭の下）／劇O周（橋の下｝

②（司塑蚤苓01叫フ1垂麿芒則刈）司君到ス同，空セユ盟（（ある組織や機関

　などで）下級の地位、あるいはその部分）

　　例：Ola闘州刈♀1呈暑叫フ梧棚亭組骨閣（下から上へ上がっていく上向式

　　　推薦方法）

③（暑潮）司司互叫呉芒早甚（（身体の）腰より低い部分）

　　例：甘三三。周611鵯セ臭01叫．（ズボンは下に着る服である。）

④（牛馨社艦暑口b瑚芒屯（（数量的にみるとき）少ない方）

　　例：ユゼし｝餌刈轡1叫O闘．（彼は私より3才も下蔦）

⑤（人｝暑禦閣三・雑・型嘲フト。偲唄州ロ1司司）奨芒塑（（事物の程度・水準・

　質などがあるものに比べて）低い方）

　　例：曽牛q層司芒履奈旦叫O｝四望層翌叫．（ヨンスの成績はチョルスより下の

一31一



　　　ようである。）

⑥（‘oト司（珊’」堅埜01◎i）曽軸）1ロ1司セ咽♀｛（（‘。圖司1’の形で使われ）影響が及ぶ

鰯
　　例：司唱遡。周層碧つ1剤口耳エ叙叫．（ある条件のもとで協商が進行して

　　　いる。）

『笠捌闘人困（騨準国語大辞典）』　（斗山東亜）

望：

　①暑刈潮O糊し｝O剛尋（物体の下あるいは下の方）

　　　例：刈高理（屋根の下）／三二ロ陪（山の下の村）／層翔石叫司理（チョン

　　　　ゲチョンの橋の下）／誤（月田録遇測暑利醤望州刈鰍じ｝．（なくした本を

　　　　机の下で見つけた。）

　②叫◎1・層三・刈♀1・司♀1叫斜7｝瑚；刈し｝二三．（年齢・程度・地位・職位：などが少な

　　いあるいは低いこと。）

　　　例；富山早を旦叫留01τ斗．（課長は部長より下芯）山上｝生餌与磐理

　　　　01τ｝．悌は私より2才下瀧）

　③（望州刈’著昆埜αわユ咽入國ズ1明・胆・望磐叫二二二二三二‘君三二叫司

　　ゼ雪（（望司囚’の形で使われ）その名詞の支酉己・保護・影響などを受ける立場であ

　　ることを表す言葉）

　　　例：喉…朝両三早司奄司日害列記スト粥．（私は幼い頃から祖母の下で育つ

　　　　た。）／牝器奄旭碧思山州刈二二τ｝．（私は立派な先生の下で習った。）

　④魁到71主里ゼu｝を（ことの基礎あるし・は根本）

　　　例：望01｛二二擁｝τ｝．（基礎が丈夫でなければならない。）

Ol己睡＝

　①フ1釜旦1斗繋金斜勾（基準より低い位置）

　　　例：剛胆0｝司（空の下）／望周0｝剤（丘の下）／暑喫O同（灯りの下〉／生悟

　　　　O団（陽光の下）
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②型薯・望碧・囚♀i・層三叫斜フトσ國重｝環見叫呉名尋（身分・年齢・地位・程度

　などがあるものより低い方）

　　例：ユセ叫旦叫三三0國τL（細ま私より2才下蔑）／ユ芒門司0固

　　　呈見回叫．（彼は三十代より下に見える。）

③遡・（習三三羽フ｝ロ丁丁噌♀1（条1牛・影響などが及ぶ範囲）

　　例：昌早ユ量O｝a牌刈田垂旦叫（木陰の下で本を読む）／ユモO国早劉

　　　盟0に闘三三叫．（彼はまだ両親の保護のもとにいる。）／ユ望書刺望遇翔

　　　碧0障囲組國月銀τ｝．（そ4）ことは緻密な計画の下で進められ島）

④量叫斜州凡潮州皇セ叩吾（文章などで、後に来る内容）

　　例：曾君スト喝脅名Oに料君叫．（合格者は次の通りである。）

『号明人ト週（国語辞典）』　（省安堂）

裂：

　①暑刈斜O固（物体の下）

　②（ゆ1耳叫叫q）舎（（陸とか海の）中）

　③曽q71室叫叫を（物事の基礎や根本）

　④早環潮（習聾）叫聾Oト｛明（何かの影響や保護の下）

　　　例：早諭せ7馴理州銀書叫フ｝司昇魁朔叫．（父母の翼の下にいるときが幸

　　　　せなときである。）

oに旺；

　①日呉舎昊（さらに低い所）

　　　例：紐Oに輔（山のふもと）

　②望α1叙ゼユ望警（覆い被さっているその下の方）

　　　例：ズ1甚0三口ユ可（屋根の下屋根裏）／叫早0固刈週1斗．（木の下で体む。）

　③｛劉，叫◎L層呈，三二網下司7｝即き｝刃叫4薯門門位、年齢、程度、能力、

　　品質などが劣るカ》1・さい方）

　　　例：ユO圖司三皇量魁司銀叫．（その下の職級へ下がった。）／矧7｝Ol朗呈
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　　　　斜ゑ叫，Cl圓立が下へ下がった。）

④早唄潮曽轡｝叫ス1明晋世芒ス梱（何かの影響や保護を受ける立場）

　　例：♀司セス翁面香薯望釧裂世。矧州血潮。肇堪じ｝．（我々はいま民族統ト

　　　　の旗の下に団結しなければならない。）／司遇01追々セ噌尋0周刈芒轡

　　　　01州直面苛エ銀セ明忌暑01銀τ｝．（子供の保護という名目の下で金儲けに

　　　　汲々としている大人達がいる。）

⑤’叫舎’圧ゼ‘咽瑚書記’薯昊司触読（‘次’あるいは‘次に熱・たこどを意

　味する言葉》

　　　例：O圖入ド前記エ尋刈皇，（次の事項を参考しなさい。）

陣臆藷喬辞典』　（小学館）

冒：

　①（物の）下、内部、底

　　　例：叫早題（木の下）／叫富民（海の底）／適法望三唱遇01豊01羽一遍．

　　　　　（机の下に鉛筆が落ちっている。）／型言忌晶出01暑銀τキ．（履物の底にガ

　　　　　ムがくっついた。）／司7肩幅朔鵜告対論叫．（枕の下に銃を隠してお

　　　　　く。）／刈舎旦望州刈ヌ｝暑刈♀1手刈豆．（あの陸橋の下で重を止めて下さ

　　　　　い。）／翌ゆ1≒ス1鯨エ望嗣7｝叫鰍叫．（砂糖が溶けないで底に沈んで

　　　　　いる。）／脅蜜州暑朝岳量暑（土の下に埋めておいた宝物）／理叫臭音石

　　　　　潮瑠ゼ叫．（下に重ね着する）

　②（年齢・地位などの）下‘

　　　　例：刃セ碧旦叫司磐理唱目叫．（私は兄より4歳下です。）・／珊蜜司暑咽

　　　　　01暑01叫銀σ懐．（私の下に弟が2人もいます。）／細書檸1理01叫．

　　　　　（課長は部長の下樋）

　③（ある条件・環境の）下、もと

　　　　例＝甘蜜山冠望を叫，（他人の下で働く。）／ユ二項思望魁刈周面辺垂組

　　　　　月銀叫．（その仕事は綿密な計画のもとに推進された。）／ユqぐ蝿蜜q囚01
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　　　尋洲書暑魁刈スレトし｝皇じ桐．（あんな先生のもとからこのような立派な弟子

　　　が出ると｝孟）

④（物事の）根本、基礎

　　例：蜜01器苛々．（基礎がしっかりしている。）

o剛：

　①下、下方

　　　例：剋目0剛（丘のふもと）／忍O同（山のふもと）／司司O剛（下半身）／

　　　　O剛暑見叫（下の方を見る）／0に開呈諸司フト互。｝叫，（下の方ぺ降りてみな

　　　　さい。）／羽重Oに睡量言｝τ｝（上下を逆にする、逆さにする）／セ0歯止導

　　　　曹）1導朔刈銀叫．（眼下に太平洋が広がっている。）

　②（年齢・慰立・身分が）下

　　　例：O殴朴菅（目下の人）／川0圏州刈望計亡｝（私の下で働く）／甘潮0障睡

　　　　醐暑酬毅叫．（人の手下となる。）

　③（数量・品質が）下

　　　例：型。1。1二見叫。團τ｝．（質がこれより劣る。）／叫見叫刈趣）叫OlaHu｝．

　　　　　（私より3歳も下血）

　④後に続くこと、次、以下

　　　例：翌輝国0酬斜な舜．（説明は次のとおりである。）

　⑤（支配・影響・条件の）下

　　　例：君フト屠小躍ろ君O圖（参加するという血止の下に）／暑旭刈三〇剛州刈望

　　　　鯨蝋01麗色心差歯昇尋エ銀銀叫．（封建制度の下で領主達は多くの農地

　　　　を所有していた。）

　⑥（衣服などの）内側、下、中

　辞書によって意味区分の詳しさ、定義や説朋の仕方に慰、があるけれども、基本的には

同じような説明になっている。どの辞書でも「望」と「O圏」の違いを意識した説明がなさ

れていないため、説明を比べ合わせてもその違いがいま一つはっきりしない。「望」と「。ト
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司」を対比したものとしては、大阪外国語大学朝鮮語研究室編『朝鮮語大辞典』の「O圃」

の項に次のような記述が見られる程度である。

1）「o圃」は椙対的に、より下・下部、「望」は先端・頂に対して最下端・底またr斗

　司」は広がりがあって緩やかな語意・語感を与えるが、「望」は「点」的である。

2）本来次のように意味が異なる：そ｝0固叫暑「川下の村」、看留叫暑「川の水底の

　村」。

3）しかし、日常混用される場合が多い。申10圖（望）ユ沼スト／二二Oに麗（理）叫補巽

　盤面｝．

4）次の例では混用は不可能。理（恥部）、環暑：叫O団暑（上流と下流）、～到朝O｝

　司叫～の主催の下に

簡単な記述であるけれどもなかなか示唆に富んでいる。本稿を書くに当たって非常に参趨こ

なった。

　同辞典ま「望」と「O圏」の区別に関してこの他にも有用な情報を載せている。基本語の

ほとんどに語源的情報を与えているのであるが、「望」と「O圏」に関して極めて重要な語

源情報を記している。それによれば、「O岡」はもともと「下・下部・下方」の意味であり、

日本語の「おりる」や「おろす」の語根と同語源であるのに対して、「望」の本来の意味は

「根本、基礎」であって日本語の「もと」と同語源であると言う。したがって、「羽」の対

義謝ま「O固」であり、「上下」とセットにして表現するときは「♀iOト司」あるいは「Oレ司

羽」と諦、、　嘲魁」とか「魁♀1」と掴ま言わない。　「望」が「下」の意味で使われるの⑤ま

派生的な意味発達の結果であるということになる。　「O同」と「望」の違いを考えるときに

はこのことを念頭に置く必要がある。上に挙げた韓国語辞典の記述で「O圏」に対する「根

本、基礎1の意味をこの語の第一義としている例は一つもない。すべて「下・下部・下方」

の意味を第一一義としている。初級韓国語の教科書でも位置名詞の一つとして「刊の意味を

表す語を導入する場合、「O｝司」よりも圧倒的に「望」の方が多い。　「O糊」と「望」のよ

うな多義語の語義をどのような順序で配列ける掴ま舌繕こよって異なる。現代語の語法で最

も基本的な意味用法を第「義とする場合が多いようであるが、それが語源的な原義と一致し

ない場合がよくある。　「望」の場合がそのような例である。このことが「O｝i珈と「駒の

区別をわかりにくくしているのではないかと思われる。
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上に挙げた辞書の説明を参考に、次のような場合に分けて「o圃」と「望」の区別を考察

することにしよう。

①物の部分を表す場合

②空間的位置関係を表す場合

③序列を表す場合

④影響・支配・保護などの関係を表す場合

⑤帳本・基礎」の意味を表す場合

　まず、「O固」と「望」の区別が最も明白な⑤の場合から取り上げることにしよう。この

意味で「O｝司」が使われることはない。

（2）　　暫金／★O同1暑畳縁司叫凋叫（家を建てる前に基礎をしっかりと固める》

　　　望Oレ★O同フト司含苛叫（基礎がおろそかだ）

　　　窒。レ★0圓7｝暑喜言ド＝｝（基礎が丈夫だ》

こ糾ま、次のように「望」を含む複合語の場合でも同様である。

（3） 理一熱暑潜。圏一71暑（元肥）

望』一ユ沼乃0剛一ユ弔（下絵、原画）

理一量／★0に年量（元となる知識すでに学んだ学問）

裂苛★o國屠（原型）

望一暑潜。障1←旨（礎石）

望一二三芦0國一叫馨（本質、素質）

望週／『0固一対（資本、元手）

　「根本、基礎1の意味の「望」が「下」を指すように意味転化を生じる理由は容易に理解

できよう。建築物にしろ木や柱にしろ直立しているものは、「根本、基礎1となる部分が下

にあって上の部分を支えていることから転じたものと考えられる。この意味転化によって①
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の「物の部分を指す場合」としての「魁」の用法が生まれ、「O圏」との意味の対立が生じ

たと考えられる。

　「O固」と「望」が物の部分を指すのに用いられる場合の意味は、テーブルの上に跡、た

茶筒を例にとって考えてみるとわかりゃすい。茶筒を中央で上下半分ずつに分けた場合、上

半分が「羽」、下半分が「O圃」である。では、「望」はどの部分を指すかと言えば、茶筒

がテーブルに接している部分、つまり底の部分を指す。あるいは、茶筒の胴体の底面にごく

近い部分を指すこともできる。これと反対の意味、つまり茶筒の上の面、あるWまそれにご

く近い部分を指す言葉はやはり「羽」である。これを踏まえて「O固」と「駒の分布を

見てみよう。

　あるものが上下に二つに分けられ、その下の部分を言う場合には、普通、「O圏」を用い

「望」は用いない。

（4） 型／0二三（下半身につける衣服）～鍛（上半身につける衣服）

★理／0二二（上下一組の物の下の部分）～♀｝脅（上の部分）

★害／0｝己胴（下顎）～♀個（上顎》

禽巴／0こ口（下の歯）～二日（上の歯）

型／O暇鵯含（下唇）～三唱を（上唇）

★理／O二三（（そろばんの）一玉）～畏望（五玉）

☆窪／0障開三豊（衣服の上下）

禽窪／O呂越三司（下半身）～畏呈司（上半身）

響／0｝裂明（下腹、丹田）～畏剛（謄の上の部分）

貨望／O國刈君（下の引き出し）～畏刈菅（上の引き出し）

☆響／O襖暑（下半身）～畏暑（上半身）

この場合の上下は垂直方向の区分である必要はない。坂や川の流れのような傾斜のある上下

の場合でもかまわない。

（5）　　唱／0庭面（下流）～臭暑（上流）

　　　★誹0圏起承（下の方にある村）～畏盛暑（上の方にある村）
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型／O國昇（オンドルの焚き口に近い部分）～昊号（オンドルの焚き口から遠い

部分）

唱／0殴骨（鯵切の部屋）～昊噛（欄

★望／O津脚（離れ家）～毅刈（上4）方にある棟）

唱／0暇石（下の方にある家）～畏召（上の方にある家）

★望／0眩！肚（下のクラス）～畏魁（上のクラス）

オンドルの焚き口に近い部分を「O殴昇」と言うのは、部屋には傾斜はないけれども煙りは

低いところがら高いところへと昇るので、心理的に焚き口に近いところが低いと意識された

ためではないかと考えられる。

　「望」は物の最下端部を指す。例えば、容器あるいは容器状の物の底の部分は「望」であ

る。その場合容器の内側の底の意味にも外側の底の意味にも使うことができる。

（6） 呈loレ酌Ol己開7｝圃・ズ1τ斗（底力曳抜ける）

一理声0下司暑遭書馨セ叫．（コップの底にコインを入れる。）

四周つ1≒・刃露エ裂が0野州フ｝碑鰍叫．（砂糖が溶けないで底に沈んでいる。）

子早理”O｝ε阿碧01暑銀珠（靴の底のガムがくっついた。）

ただし、靴の内側の底を指すときは、単に「望」ではなく「望智」と言う。

容器だけではなく基部、最下端部を特定できるようなものであれ1二軍でもいい。その部分を

表すのに「望」を使うことができる。

（7） な理Cl底）

叫叫望（海の底）

亙亭蜜（湖の底）

焙型（山の麓》

「を望」に対して「そ｝O圃」という表現も可能である。しかし、これは全く意味が異なり

「川の下流」の意味である。ただし、　「看♀i」は普通「川の上流」ではなく「川の上、三
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面」の意味になる。　「上流」を指すには先に挙げた「喫暑」かあるいは漢字語の「替昇」が

使われる。海や湖のように一定方向の流れのない水の場合には「岡｝℃｝o剛」や「立牛。圏」

のような表現は不自然である。人によってはこれを「海の中、海中」や「湖の中』の意味で

使うこともないとは言えないけれども、「叫亡｝望」や「立牛盟」をその意味で使う方がは

る魁こ自然である。　「申斗望jや「立牛望」がこの意味になるのは、海や湖の通常目に見

える部分、海面や湖面を基準にしてその下を指すことによると考えられる。つまり、後述す

る空間的位置関係の馴合である。「山の麓」の意味では「曇叫司」も可能であるが、「忍軸

とは多少ニュアンスが異なる。「杢｝望」は山の基部、つまり山と平地との境目の部分を指

すのに対して、「祉O圃」は山の下方に広がる土地全体をさす。山と平地との境目の部分

がどこか明確に指し示すことは難しいだろうが、「ぐ｝望」はそのように感じられる部分を

指しており、「杢｝o同」の方が指す範囲がはるかに広し㌔その極端な例として次のような

表現がある。

（8）　蘇｝費理／0周州呈旦セλ憎つ1銀銀叫．（全国で知らない人はいなかっ蔦）

　その他、ものの部分を指す表現としては［お尻」など人の下半身の特定の部分を指すの

に「望」を使うことがあるが、この場合には「O圏」は使えない。人の体について「O｝i珈

と言えば下半身全体を指すことになる。

（9）　呈墨／必O｝丑峠7｝7㍗望lt｝．　（尻力轍、。　）

　　理／費。圏控召71叫．侃が長い、尻が愈、。）

　　叫ス1ゼ咽／O障胴い召；旨臭01τ平．（ズボンは下に着る服である。）

　　理呈理／0周暑フドヨ刈翻叫．（タオルで下を隠したまま言った。）

最後の例で「望」と「O團」とでは隠す部分が異なる。

　次に、「望」や「O圃」が空間的な位置関係を表す場合を考えてみよう。この場合、次の

ような初級韓国語教科書の例文に見られるように「里」と「O糊」のどちらも使える場合が

多い。

（10）斜スト留／o団司エ（㌍1フトi穀干し1叫．（椅子の下に猫がいま魂）
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叫早理／O障阿刈唱N叫．（木の下で休みましょう。）

叫司理2呈／Oに甜呈望朝嶽τキ．（橋の下に落ちた。）

乳量盟／O周章刈糾暑補♀1手補豆．（陸橋の下で車を止めて下さい。）

刈暑叫量霞／0副目今剣ol銀司豆．（ソウルのすぐ下に水原がありま丸）

最後の例は地図で北を上に書くことから南を下と言ったものである。

　しかし、空間的位置関係を表す場合にも「望」とro圃」には様々な用法上の違いが見

られる。その違いはやはり「望」と「O固」の原義に由来すると考えられる。「望」が原義

の「根本、基砲の意味から「基部、底部」の意味に転じたことを上に指摘したが、これが

空間的位置関係、を表す場合には「直下、真下」「すぐ下」の意味が加わる。これに対して「。ト

鋤はある規準になる点から下方の位置を指し必ずしも垂直方向に真下である必要はなく斜

め方向でも構わない。また、あるものに接してすぐ下ではなくむしろ隔たりがあることを表

す。これを端的に表すのが次のような表現である。

（11）野州州暑碧01叙1斗，（目の下に大きなほくろがある。）

　　セ0矧甲信ゆ｝遇祠野羊叫．（眼下に太平洋が広がっている。）

　　壁害捌場三引例促元に伏せる）

　　世0｝司モ｝咽苛7ト開門エ銀叫．促元に大氷河が流れている。）

　「望」は「直下」の意味であるから「セ望」は目のすぐ下の顔の部分を指し、「せOト

司」は水平の目線の方向を基準にしてその下に広がる空間全体、「眼下」を指す。同様に「世

望」はすぐ足下の意味であり、　「壁O圏」は足の位置より下の方にある空間全体を指す』

　同様の理由で、次のような例では普通「望」を使うことはできない。

（12）ユ遇書例爵櫻／0周昆t個升叫（その道に沿って下へ下りて行く）

　　響／0國即興（下から上の方ぺ吹く風）

ただし、最初の例で、バベルの塔のようなものがあってそこにらせん状の道がついており、

それに沿って真下と感じられる方向に下る場合には「蘭も不自然ではなくなる。

「真下、直下」という概念は点として認識されるものの間の位置関係であるから、上に位置
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するものが点として捉えられないものである場合には「望」は働、にくい（例文中の不等号

は開いた側の表現の方が自然であることを表す）。

（13）醤言捲望＞0に腎（同じ空の下）

　　六号治下／O固司1週配剤鯛（雲の下に広がっている光景）

　　癸暑★理／O圖刈公ヒ項ス1（蝋燭の下で書く手紙）

　　到司を暑一下／0周州芒府飽｝銀τ｝．（微かな灯りの下に一人座っている。）

　　副直梨喫暫O脚（明るい陽光の下）

「光」や「灯り」は光源だけでなくそれによって照らし出される空間的広がりを意味するた

め、卓としては意識されにくい。次のように光源だけが示される場合には点として意識され

「塾が用いられる。

（14）号祉望01＞O固井朝暑珠（【諺】燈台下暗し）

　　　司無識＞0圏州刈（太陽の下で）

ただし、次の例では「叫司」より「里」の方が自然である。

（15）を刃暑理／★0圖611刈磐叫（同じ屋根の下に住む〉

これは、屋根とその下の空間つまり家の中が同じ広がりを持つため「直下」と意識されるた

めではないかと思われる。

　「。固」には「真下、直下」という含意はなく一般に「下」を表すから、上の（＊）のよ

うな例では「望」も「O圃」も用いることができる。しかし、「真下、直下」の意味がある

ときにはどちらかと言えば「望」の方が自然である。

　「望」が「底部、基部」を意味することから、そのすぐ下に接する位置を祠「のに用いら

れる。このような場合には「O固」は使えない。

（16）項刈刈ゼ司野O団州銀明且．（便箋は本の下にあります。）

一42一



瑚7羽冒が0剛鱗舗告刃寺セτL（枕の下に銃を隠しておく。）

叫ヤヨ｝｛碧層01蜜”o｝己囲鯛銀叫．（奥さんの尻に引かれている。）

次のような例もこれに準じて解釈できるの凋まないかと思われる。

（17）噌理＞0圖婦暑朝を且暑（土の下に哩めておいた宝物）

　　暑。レ｝旭。ト司思01母即く。町田刈暑エ翔をフ『叶．（亡くなったお父さんが地下で

　　　　泣いていらっしゃるだろう。）

最初の例では足元の地面のすぐ下というような意味であるから「望」が使われへ後の例では

具体的な地下の意味というよりは「あの世の世界」のような漠然とした意味であるためrO｝

司」が好まれると考えられる。

直接接触している場合には空間的に上下でなくてもかまわない。次のようにすぐ内伽〕薩

味でも用いられる。

（18）理州川潮暑唱叫（下に肌着を着る）

　「魁」や「O圃」は空間的位置の上下関係から転じて年齢・数量・水準・地位・身分など

種々の抽象的上下関係あるWま序列における「下」を表すのにも用いられる。この場合、序

列の種類によって「製」と「O固」の分布状況に適、が卑られる。

まず、人間関係の序列の場合には「望」と「O同」のどちらを使ってもかまわない。「

（19）碧旦叫補野望／O周01叫，（兄より3才下中）

　　起牛留／O三州α｝劉ol暑01可臭1司豆．（チョルスの下に妹が二人もいます。）

　　理／0｝司州刈山里エ（下から上がってきた報告）

　　珊書早を旦叫理／O同011斗。（課長は部長より下町）

　　二丁／O問州刈望電｝叫．（他人の下で働く。）

どちらを使ってもかまわないがニュアンスが異なる場合がないわけではない。例えば、最後

の例のような場合、「O剛」より噌」を使う方が直属の部下という感じが出る．やはり、
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「望」の原義の影響であると考えられる。また、次のように「斜」と対比させる場合には圧

倒的に「里」の方が自然である。

（20）♀1呈刈ゼ人｝を早日O同量／型皇呈ゼ曽牡碧魁州01旦71〃図（上は杜長から下は

　　　　　．末端職員に至るまで）

　人間関係以外の序列の場合にも「望」と「ol謝」の両方が可能であるけれども、　「O圃」

の方がより自然な感じがする場合が多いようである。

（21）召ol魁姓望くO剛01叫．（質がはる魁こ落ちる。）

　　曽李91層揖芒を牛旦吟蜜くO周剋尋翌亡｝．（ヨンスの成績はチョルスより下のよ

　　　　　うである。）

　　　ユ立替七重盟2呈く0周量里剋叫，（彼は三十代より下に見える。

　　金羽フ｝留立里くO問止口獄叫．（順位が下へ下がった。）

ただし、次のような例では「望」でも「O｝瑚」でもほとんど差はない。

（22）100心理聾／O團量（100万円以下で）

　　導量豆煎崔／0剛（平均より下）

　序列の特殊な場合として、書き物において「以下、次、後に述べること」の意味を表わす

のに「O｝司」が使われる。

（23）響Zlスト噌暑書0｝朗外／響斗悲斗，（合格者は次の通りである。）

　　　0に彫★平人ド盛君エ司・刈皇．（次の事項を参考しなさい。）

　　　O障レ理司嗣9ゼス侵セ（次に分析される資料は）

　　　O障三唱冒斜丑2尋エ（次の表2参考）

この場合「題は使えないのが普通であるが、最後の例のような場合、表2が実際その頁の
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下の部分に置かれている場合には「望」も可能である。

　最後に、影響・支配・保護などの関係を表わす場合については、どんな名詞の後に続くか

によって「望」と「O同」の分布が異なる。まず、次のように人を表わす名詞に続く場合に

は「望」も「O固」も使えるがどちらかと言えば「望」の方が自然な感じがする。

（24）《衆101セ早怨望＞0圖幽囚曽言圃ス脚）㌃聾叫．（子供は父母の下で厳しく育た

　　　　ねばならない。）

　　恥司司刈早日愈司目理＞O｝己聞叫刈スト殿叫．（私は幼い頃から祖母の下で育つ

　　　　た。）

　刈春花＞0周列刈ス｝壱。｝01（継母の下で育った子供）

　ユ遇旭胡盟／o矧州刈。博刈芒号聾刈スレト珠皇じ円．（あんな先生のもとから

　　　　このような立派な弟子が出ると臨）

　望をと会望／0｝朗列刈刈ス｝暑01号下司牛上司エ銀叫．（厳しい師の下で弟子達

　　　　が黙々と修練している。）

このような人を表わす名詞の後に用いられる「望」や「o矧」は上に述べた人間関係におけ

る序列を表わす用法の延長線上にあるものと解釈できる。

　次の例のように抽象的な意味で用いられる具体的な名詞の後に「望」や「。圃」が続く場

合は、空間的位置関係の延長線一ヒで解釈できる。このような場合にはどちらかと言えば「望」

の方が自然である。

（25）司熟｝望／O酬（核の傘の下）

　　早刑せ囲望司叙暑呵7｝遡暑魁叫τ｝．（父母の翼の下にいるときが幸せなとき

　　　　である。）

　　♀司芒ズ1晋剋尋暑望潮狽壷。剛61i暑斜叶聾じ｝，（我々はいま民族統一の旗の

　　　　下に団結しなければならない。）

　抽象的な名詞の後に続く場合は、具体的な用法からの類推が明確ではない。中国語や英語

など外国語の表現の影響もあるのではないかと思われる。この場合には、上に挙げた辞書で
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は「望」の例として挙げているケースもあるが、「望」は用いられないか、用いることがで

きたとしても「O圏」の方が自然である。

（26）ユ望｛｝屯盟を翔周理く。周嫡1苧巡斜鍛1斗．（その仕事は綿密な計画のもとに推

　　　　進された）

　　司剋01ゼ円国を噌昇★留／O剛州刈こ三脅司轡斗刈セ勉砲舜．（子供はどのような

　　　　名目の下でも虐待されてはならない。

　　朝唱翻望くO圏州層忍つ1組司賃エi穀叫。（ある条件のもとで協商摂進行し鶏、

　　　　る。）

　　ユセ。圏早劉1並望くO｝己例銀τ｝．（彼はまだ両親の保護のもとにいる。）

　　甚石刈三劉く。團州刈曽嶺）1書芒皆豆暑杢弁糾エ叙銀博，（封建制度の下

　　　　で領主達は多くの農地を所有していた。）

　　判判金遍相」／o判司四聖斗（与えられた運命の下で生きる）

　　01堪愚ol衆…蚤君害くO障例刈酔倒開銀叫．（今度だけという条件の下で会場

　　　　を借りた。）

　　朝司金野響密く0剛61囚灘しい状況の下で）

　　薪釧01層密く0周州刈（共産主義の理念の下で）

　　国人國看暑叩くO周司囚入園書叡亡｝．（教師の監督の下で試験を受けた。）

　　36玉d社四丁潮刈剛留く。同等飢銀叫．（36年間日本の支配の下にあった。）
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